
Porsche Carrera Cup Japan 2022
Round 3, Rd 4 Mobil 1 Challenge Report

 Fuji Speedway  3-4  May 2022



1

Contents 

コンテンツ

第 3 戦 - 4 戦 プレビュー

第 3 戦 - 4 戦 エントリーリスト

富士スピードウェイ - コース図

第 3 戦 - 4 戦 公式予選 （5 月 3 日 火曜日） レポート

第 3 戦 公式予選 - 正式結果

第 3 戦  スターティンググリッド

第 3 戦 決勝 （5 月 3 日 火曜日） レースレポート

第３戦 決勝 - 正式結果

第４戦 公式予選 - 正式結果

第４戦  モービル１チャレンジ スターティンググリッド

第４戦 モービル１チャレンジ 決勝 （５月４日 水曜日） レースレポート

第 4 戦 モービル１チャレンジ 決勝 - 正式結果

ドライバーズ & チーム  ポイントランキング  ( 第 4 戦 終了時点）

第 3 戦 - 4 戦 フォトギャラリー 

1

2 - 3

4

5

6 - 7

8

9

10 - 11

12

13

14

15 - 16

17

18

19 - 20



2

Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3-4 Preview

今シーズンから最新型の「911 GT3 カップ（タイプ 992）』が導入
された PCCJ は、4 月 16～17 日に岡山国際サーキットで開催され
た第 1-2 戦で幕を開けた。4ℓ水平対向エンジンを搭載し、最高出力
375kW（510PS）、最大トル 470N・m を発揮するニューカップカー
は、911 ターボ仕様の軽量ワイドボディを採用し、スワンネックタイ
プの大型リアウイングも備えている。クラスは、「プロクラス（Pro）」「プ
ロアマクラス（ProAm）」「アマクラス（Am）」と 3 つに区分されており、
シリーズチャンピオン、クラスチャンピオンを競い合うことになる。

第 3-4 戦の舞台となるのは、全長 4.563 ㎞で、約 1.5 ㎞のメイン
ストレート、タイトなコーナーが連続するテクニカルセクションを持ち
合わせた富士スピードウェイ。見所の一つである、メインストレートで
の高速バトルから第 1 コーナーへのブレーキング勝負では、空力ダ
ウンフォースの大幅増加とブレーキ性能の向上でブレーキポイントが
変更されており、これまで以上に激しいバトルが予想される。また、コー
ス後半のテクニカルセクションでは各ドライバーのマシンコントロール
をじっくりと堪能できる。富士スピードウェイで 3 月 15～16 日に開
催されたシーズン開幕前の合同テストでは、昨年 4 回目の PCCJシリー
ズチャンピオンを獲得した近藤翼が、非公式ながら富士のコースレコー

ド 1 分 40 秒 717 を上回る 1 分 39 秒 999 を記録している。それ
だけに、今回の富士では例年以上の熱いバトルが期待される。

PCCJ 開幕大会となった岡山のプロクラスは、チャンピオン経験者の
#1 近藤と #60 小河諒が 2 戦ともにトップ争いを展開し、開幕戦は
#60 小河、第 2 戦は #1 近藤が制する。ポルシェジャパンジュニア
ドライバーの #91 澤龍之介は、両戦ともに 3 位争いを制してデビュー
から 2 戦連続で表彰台を獲得した。富士では、徐々にカップカーの
ドライブに慣れてきた #91 澤が、#1 近藤と #60 小河のベテラン
にどのように挑むのか注目される。

プロアマクラスは、3 年振りに PCCJ へ復帰した 2017 年のシリー
ズチャンピオンである #9 武井真司が開幕戦で優勝。第 2 戦は、今
年こそ念願のクラスチャンピオン獲得に闘志を燃やす #98 IKARI が
優勝を飾る。そして両戦ともに 2 位表彰台を獲得したのが、昨年も
最後までチャンピオン争いを繰り広げた #77 浜崎大。この 3 人のド
ライバーの実力は拮抗しており、誰が富士を制してもおかしくはない。
また、8 人のドライバーがエントリーするアマクラスは、開幕大会で
今年初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が 2 連勝を飾った。しかも、

予選ではプロアマクラスを上回るコースレコードを記録しており、今
後のレースでどのような速さを見せてくれるのか見逃せない。

PCCJ 第 3-4 戦富士大会のスケジュールは、専有走行が 5月2日（月）
8 時 15 分～8 時 45 分、10 時 30 分～11 時と各 30 分間の 2 セッショ
ン。予選は 5月3日（火・祝日）11 時 15 分～11 時 45 分の 1 回のみ。
決勝レースは、第 3 戦が 3日（火・祝日）16 時 55 分スタート

（15 周もしくは 30 分間）、第 4 戦が 4日（水・祝日）10 時 45 分スター
ト（15 周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 3-4 戦の決勝レー
スはポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各
日ともにライブストリーミング配信される予定だ。

#10 M.TAKAMI
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#60 小河、第 2 戦は #1 近藤が制する。ポルシェジャパンジュニア
ドライバーの #91 澤龍之介は、両戦ともに 3 位争いを制してデビュー
から 2 戦連続で表彰台を獲得した。富士では、徐々にカップカーの
ドライブに慣れてきた #91 澤が、#1 近藤と #60 小河のベテラン
にどのように挑むのか注目される。

プロアマクラスは、3 年振りに PCCJ へ復帰した 2017 年のシリー
ズチャンピオンである #9 武井真司が開幕戦で優勝。第 2 戦は、今
年こそ念願のクラスチャンピオン獲得に闘志を燃やす #98 IKARI が
優勝を飾る。そして両戦ともに 2 位表彰台を獲得したのが、昨年も
最後までチャンピオン争いを繰り広げた #77 浜崎大。この 3 人のド
ライバーの実力は拮抗しており、誰が富士を制してもおかしくはない。
また、8 人のドライバーがエントリーするアマクラスは、開幕大会で
今年初参戦の #10 MOTOKI TAKAMI が 2 連勝を飾った。しかも、

予選ではプロアマクラスを上回るコースレコードを記録しており、今
後のレースでどのような速さを見せてくれるのか見逃せない。

PCCJ 第 3-4 戦富士大会のスケジュールは、専有走行が 5月2日（月）
8 時 15 分～8 時 45 分、10 時 30 分～11 時と各 30 分間の 2 セッショ
ン。予選は 5月3日（火・祝日）11 時 15 分～11 時 45 分の 1 回のみ。
決勝レースは、第 3 戦が 3日（火・祝日）16 時 55 分スタート

（15 周もしくは 30 分間）、第 4 戦が 4日（水・祝日）10 時 45 分スター
ト（15 周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 3-4 戦の決勝レー
スはポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各
日ともにライブストリーミング配信される予定だ。

#98 IKARI

#1 T.KONDO#77 M.HAMASAKI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3-4 Entry List

Class Driver 国籍 プログラム名 Entrant

1 1 Pro 近藤 翼 日本
2 60 Pro 小河 諒 日本
3 91 Pro 澤 龍之介 日本
4 9 ProAm 武井 真司 日本
5 77 ProAm 浜崎 大 日本
6 98 ProAm IKARI 日本
7 5 Am 日本 洋菓子店 カサミンゴー
8 7 Am IKEDA 日本
9 10 Am 日本 Rn-sports

10 17 Am KenRyu 日本 911Service
11 23 Am 滝澤 智幸 日本 911Service
12 51 Am 春山 次男 韓国
13 63 Am 長嶋 重登 日本
14 66 Am BANKCY 日本
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Fuji International Speedway Course

Pro Class      : 1'40.717　近藤 翼      - 911 GT3 Cup (Type991)   2021 SUPER GT 第2戦
ProAm Class            : 1'41.656　内山 清士  - 911 GT3 Cup (Type991)   2021 SUPER GT 第2戦
Am Class                  : 1'43.200　Kuma        - 911 GT3 Cup (Type991)   2021 SUPER GT 第2戦  
  

PCCJ コースレコード

富士スピードウェイ ・ コース概要
全　長 ： 4,563m
幅　員 ： 15～25m
最大直線長 ： 1,475mm
コーナー数 ： 16（左コーナー：6、右コーナー：10）
勾　配 ： 最大下り10.05%／最大上り8.88%
高低差 ： 40m

Coca-Cola Corner

27R
75R

80R

108R

Toyopet 100R Corner
“300R”

30R

165R
120R

230R
30R

60R

15R

45R 85R

25R
33R
75R

N

2nd. Corner

TGR Corner (1st. Corner)

ADVAN Corner

Main StraightPanasonic Corner

13th. Corner

Dunlop Corner

GR Supra Corner
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3-4 Qualify

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：19 度　路面：29 度

今シーズン、タイプ 992 の最新型 911 GT3 カップが導入された
PCCJ。ニューカップカーによる初レースとなった今年の開幕戦・岡
山大会は、プロクラスの第 1 戦が #60 小河諒、第 2 戦が #1 近藤
翼が優勝を飾る。プロアマクラスは 3 年振りの参戦となった #9 武
井真司が第 1 戦を制し、第 2 戦は #98 IKARI が優勝。アマクラスは、
今年 PCCJ 初参戦ながらプロアマクラスを凌ぐ速さを見せたスーパー
ルーキー #10 MOTOKI TAKAMI が 2 連勝を飾った。

予選前日の 2 日（月）に実施された専有走行は、濃霧のため走行
時間が変更となるが、プロクラスは #1 近藤が 1 回目、2 回目とも
にトップタイムをマークして総合トップに。プロアマクラスは #98 
IKARI が 2 回ともトップタイムを記録し、#9 武井は 2 回目の走行で
アクシデントに見舞われてしまい残念ながら今回のレースはリタイア
届けが提出された。アマクラスは #10 MOTOKI TAKAMI が岡山に
引き続き速さを見せ、非公式ながらアマクラスのコースレコード 1 分
43 秒 200 を上回る 1 分 43 秒 152 を記録した。

予選日の 3 日は朝から青空が広がり、11 時 15 分から 30 分間で
PCCJ 公式予選が行われた。予選開始とともに 13 台のマシンが一
斉にコースイン。まずは、路面状況を確認しながら周回を重ねて 3
周目から本格的なタイムアタックを開始。そして 4 周目には、#1 近
藤が 3 月の PCCJ 合同テストで記録した 1 分 39 秒 999 を上回る
1 分 39 秒 806 を記録して、従来のコースレコード 1 分 40 秒
717 を 1 秒近く更新。2 番手の #60 小河も 1 分 40 秒 674 を記
録してコースレコードを上回る。ポルシェジャパンジュニアドライバー
の #91 澤龍之介もコースレコードを更新し、2 回目のタイムアタック
で 1 分 40 秒 531 を記録して 2 番手に浮上する。最終的に #60 
小河が 1 分 40 秒 254 タイムを記録して、#91 澤は 3 番手となる
が「決勝はスタート勝負だと思うので、2 台の前に出たいと思います」
と気合いが入る。2 番手となった #60 小河は、「予選では近藤選手
に負けてしまいましたが、決勝のスタートには自信があるので期待し
てください」と語る。ラストアタックでさらにタイムを伸ばし、ニューコー
スレコード 1 分 39 秒 768 を記録してポールポジションを獲得した
#1 近藤は「本当にタイプ 992 は速いのでドライブしていて楽しいで
す。決勝では連勝を飾れるように気を引き締めて挑みたいと思います」

と、決勝への自信を語る。

プロアマクラスで第 3 戦のポールポジションを獲得したのは 1 分 41
秒 766 を記録した #98 IKARI。「決勝は浜崎選手との一騎打ちにな
るので、負けないように頑張りたいと思います」と、決勝への意気
込みを語る。また、アマクラスのポールポジションは第 1、2 戦に引
き続き #10 MOTOKI TAKAMI が 1 分 42 秒 002 のクラスコースレ
コードでポールポジションを獲得。「決自分の課題であるスタートを
きっちりと決めて優勝を狙います」と力強く語る。また、2 番手の
#63 長嶋重登、3 番手で今年初参戦の #5 CASA MINGO もアマク
ラスのコースレコードを更新した。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 4 戦の予選結果は第 3
戦と同じく、プロクラスは #1 近藤、プロアマクラスは #98 IKARI、
アマクラスは #10 MOTOKI TAKAMI が、それぞれポールポジショ
ンを獲得した。

第 3 戦の決勝レースは 3日（火・祝日）16 時 55 分スタート（15
周もしくは 30 分間）、第 4 戦は 4日（水・祝日）10 時 45 分スター
ト（15 周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 3-4 戦の決勝レー
スはポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各
日ともにライブストリーミング配信される予定だ。

P.P : #1  T.KONDO
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が「決勝はスタート勝負だと思うので、2 台の前に出たいと思います」
と気合いが入る。2 番手となった #60 小河は、「予選では近藤選手
に負けてしまいましたが、決勝のスタートには自信があるので期待し
てください」と語る。ラストアタックでさらにタイムを伸ばし、ニューコー
スレコード 1 分 39 秒 768 を記録してポールポジションを獲得した
#1 近藤は「本当にタイプ 992 は速いのでドライブしていて楽しいで
す。決勝では連勝を飾れるように気を引き締めて挑みたいと思います」

と、決勝への自信を語る。

プロアマクラスで第 3 戦のポールポジションを獲得したのは 1 分 41
秒 766 を記録した #98 IKARI。「決勝は浜崎選手との一騎打ちにな
るので、負けないように頑張りたいと思います」と、決勝への意気
込みを語る。また、アマクラスのポールポジションは第 1、2 戦に引
き続き #10 MOTOKI TAKAMI が 1 分 42 秒 002 のクラスコースレ
コードでポールポジションを獲得。「決自分の課題であるスタートを
きっちりと決めて優勝を狙います」と力強く語る。また、2 番手の
#63 長嶋重登、3 番手で今年初参戦の #5 CASA MINGO もアマク
ラスのコースレコードを更新した。

予選中のセカンドベストタイムで決定した第 4 戦の予選結果は第 3
戦と同じく、プロクラスは #1 近藤、プロアマクラスは #98 IKARI、
アマクラスは #10 MOTOKI TAKAMI が、それぞれポールポジショ
ンを獲得した。

第 3 戦の決勝レースは 3日（火・祝日）16 時 55 分スタート（15
周もしくは 30 分間）、第 4 戦は 4日（水・祝日）10 時 45 分スター
ト（15 周もしくは 30 分間）を予定する。なお、第 3-4 戦の決勝レー
スはポルシェジャパンの twitter アカウント（@PorscheJP）で、各
日ともにライブストリーミング配信される予定だ。

Am Class P.P.  #10.M.TAKAMI

ProAm Class P.P.  #98 IKARI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3 Qualify Result

1 1 Pro 1 R1'39.768 12 164.650
2 60 Pro 2 R1'40.254 12 0.486 0.486 163.852
3 91 Pro 3 R1'40.531 14 0.763 0.277 163.400
4 98 ProAm 1 IKARI 1'41.766 14 1.998 1.235 161.417
5 10 Am 1 R1'42.002 14 2.234 0.236 161.044
6 77 ProAm 2 1'42.197 15 2.429 0.195 160.737
7 63 Am 2 R1'42.780 16 3.012 0.583 159.825
8 5 Am 3 R1'43.098 14 3.330 0.318 159.332
9 17 Am 4 KenRyu 1'43.691 11 3.923 0.593 158.421
10 7 Am 5 IKEDA 1'43.755 16 3.987 0.064 158.323
11 66 Am 6 BANKCY 1'43.767 14 3.999 0.012 158.305
12 23 Am 7 1'44.129 13 4.361 0.362 157.754
13 51 Am 8 1'44.881 14 5.113 0.752 156.623

9 ProAm 未出走

R :

Gap Ave.

***** 以上予選通過 (1'59.721 - 120%) *****

Pos No Class C.P. Name Car Best Time Lap

L) : #66 BANKCY, #5 KenRyu
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3 Starting Grid

1
近藤翼

1
1 60

小河諒
2

91
澤 龍之介

3
2 98

IKARI
4

10

-sports

5
3 77

浜崎大
6

63
長嶋重登

7
4 5

洋菓子店カサミンゴー

8

17
KenRyu

9
5 7

IKEDA
10

66
BANKCY

11
6 23

滝澤智幸
12

51
春山次男

13
7

#7 IKEDA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：16 度　路面：20 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 第 3 戦の予選は 3日午前中に行われ、プロクラスとアマクラ
スで富士スピードウェイのコースレコードが更新された。プロクラスは
昨年 4 度目のシリーズチャンピオンに輝き、第 2 戦（岡山）で優勝
を飾っている #1 近藤翼がポールポジションを獲得。2 番手は 2013
年、2014 年に PCCJ 2 連覇を果たした #60 小河諒、3 番手には
ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 澤龍之介が着ける。プロ
アマクラスのポールポジションは #98 IKARI が獲得。アマクラスは、
開幕戦から 3 戦連続で #10 MOTOKI TAKAMI がコースレコードで
ポールポジションを獲得した。

第 3 戦決勝は 16 時 55 分からのフォーメーションラップ後、再び全
車がグリッドに整列しシグナルレッドがブラックアウトすると熱戦の火
蓋が切られた。プロクラスの 3 人が口を揃えて「スタートが勝負」と語っ
ていたように、3 台のマシンがスタート直後の 1 コーナーで勝負を仕

掛ける。そこにトップで飛び込んだのがポールポジションの #1 近藤
で、2 番手に #91 澤がポジションアップし、#60 小河は 3 番手か
ら前の 2 台を追いかける。だが #1 近藤はペースを上げて 2 番手以
下を徐々に引き離し、最終的に 2 番手の #91 澤に 5 秒 052 の差
を着けて優勝を飾る。「今日はスタートが上手く決まり、その後は自
分のペースで走りきってトップでゴールできました」と、#1 近藤は
喜びを語る。2 位の #91 澤は「今日のレースでまた少し成長できた
と思いますが、近藤選手のペースに着いていけなかったのは悔しいで
すね」と語り、今後の活躍が期待される。一方、3 位の #60 小河
は「レース中、思ったようにペースを上げられませんでしたが、明日
の第 4 戦には期待してください」と、明日の巻き返しに気合いが入る。

#98 IKARI と #77 浜崎大の一騎打ちとなったプロアマクラスは、ス
タートからゴールまでテールトゥノーズの好バトルが展開された。2
番手の #77 浜崎が何度も 1 コーナーで #98 IKARI に並びかけるも、
最後まで #98 IKARI が抑えきって優勝。「少しでもミスしたら浜崎選

手に抜かれる、と最後まで緊張したレースでした。結果、優勝できて
良かったです」と喜びを語る。2 位に終わった #77 浜崎は、「最後
まで攻め続けたのですが抜けませんでした……」と悔しさを滲ませる。
そして、プロアマクラス 2 台の背後にピタリと着けチャンスを狙って
いたのが、アマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI で開幕からクラス
3 連勝を飾る。「今日も課題のスタートでミスしてしまったのが悔しい
です。また、プロアマクラスの 2 台を抜くことができませんでした」と、
さらなる成長を目指して意気込む。2 位には今年 PCCJ 初参戦の
#5 CASA MINGO が入り、「初めての表彰台で本当に嬉しいです」
と喜びを爆発させていた。

PCCJ 第 4 戦 Mobil 1 Challenge の決勝レース（15 周もしくは 30
分間）は 5 月 4 日（水・祝日）10 時 45 分のスタートを予定している。
各クラスのポールポジションは第 3 戦と同じく、プロクラスが #1 近
藤、プロアマクラスが #98 IKARI、アマクラスが #10 MOTOKI 
TAKAMI となっている。なお、第 4 戦の決勝レースもポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）でライブストリーミング
配信される。

Pro Class Winner #1 T.KONDO  2nd #91 R.SAWA, 3rd #60 R.OGAWA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022- Round 3 Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：16 度　路面：20 度
　　　　　　　　　　　　
PCCJ 第 3 戦の予選は 3日午前中に行われ、プロクラスとアマクラ
スで富士スピードウェイのコースレコードが更新された。プロクラスは
昨年 4 度目のシリーズチャンピオンに輝き、第 2 戦（岡山）で優勝
を飾っている #1 近藤翼がポールポジションを獲得。2 番手は 2013
年、2014 年に PCCJ 2 連覇を果たした #60 小河諒、3 番手には
ポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 澤龍之介が着ける。プロ
アマクラスのポールポジションは #98 IKARI が獲得。アマクラスは、
開幕戦から 3 戦連続で #10 MOTOKI TAKAMI がコースレコードで
ポールポジションを獲得した。

第 3 戦決勝は 16 時 55 分からのフォーメーションラップ後、再び全
車がグリッドに整列しシグナルレッドがブラックアウトすると熱戦の火
蓋が切られた。プロクラスの 3 人が口を揃えて「スタートが勝負」と語っ
ていたように、3 台のマシンがスタート直後の 1 コーナーで勝負を仕

掛ける。そこにトップで飛び込んだのがポールポジションの #1 近藤
で、2 番手に #91 澤がポジションアップし、#60 小河は 3 番手か
ら前の 2 台を追いかける。だが #1 近藤はペースを上げて 2 番手以
下を徐々に引き離し、最終的に 2 番手の #91 澤に 5 秒 052 の差
を着けて優勝を飾る。「今日はスタートが上手く決まり、その後は自
分のペースで走りきってトップでゴールできました」と、#1 近藤は
喜びを語る。2 位の #91 澤は「今日のレースでまた少し成長できた
と思いますが、近藤選手のペースに着いていけなかったのは悔しいで
すね」と語り、今後の活躍が期待される。一方、3 位の #60 小河
は「レース中、思ったようにペースを上げられませんでしたが、明日
の第 4 戦には期待してください」と、明日の巻き返しに気合いが入る。

#98 IKARI と #77 浜崎大の一騎打ちとなったプロアマクラスは、ス
タートからゴールまでテールトゥノーズの好バトルが展開された。2
番手の #77 浜崎が何度も 1 コーナーで #98 IKARI に並びかけるも、
最後まで #98 IKARI が抑えきって優勝。「少しでもミスしたら浜崎選

手に抜かれる、と最後まで緊張したレースでした。結果、優勝できて
良かったです」と喜びを語る。2 位に終わった #77 浜崎は、「最後
まで攻め続けたのですが抜けませんでした……」と悔しさを滲ませる。
そして、プロアマクラス 2 台の背後にピタリと着けチャンスを狙って
いたのが、アマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI で開幕からクラス
3 連勝を飾る。「今日も課題のスタートでミスしてしまったのが悔しい
です。また、プロアマクラスの 2 台を抜くことができませんでした」と、
さらなる成長を目指して意気込む。2 位には今年 PCCJ 初参戦の
#5 CASA MINGO が入り、「初めての表彰台で本当に嬉しいです」
と喜びを爆発させていた。

PCCJ 第 4 戦 Mobil 1 Challenge の決勝レース（15 周もしくは 30
分間）は 5 月 4 日（水・祝日）10 時 45 分のスタートを予定している。
各クラスのポールポジションは第 3 戦と同じく、プロクラスが #1 近
藤、プロアマクラスが #98 IKARI、アマクラスが #10 MOTOKI 
TAKAMI となっている。なお、第 4 戦の決勝レースもポルシェジャ
パンの twitter アカウント（@PorscheJP）でライブストリーミング
配信される。

R) : ProAm Class Winner #98 IKARI,  2nd #77 M.HAMASAKI,  Am Class Winner #10 M.TAKAMI

Am Class 3rd #23 T.TAKIZAWA,  4th #17 KenRyu

Am Class Winner #5 CASA MINGO
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3 Race Result

1 1 Pro 1 15 25'12.973 162.136 1'40.263 3
2 91 Pro 2 15 25'18.025 161.597 5.052 5.052 1'40.521 2
3 60 Pro 3 15 25'20.192 161.366 7.219 2.167 1'40.844 7
4 98 ProAm 1 15 25'48.078 158.459 35.105 27.886 1'42.455 2
5 77 ProAm 2 15 25'48.419 158.425 35.446 0.341 1'42.420 9
6 10 Am 1 15 25'48.733 158.392 35.760 0.314 1'42.382 4
7 5 Am 2 15 26'07.250 156.521 54.277 18.517 1'43.402 3
8 23 Am 3 15 26'22.316 155.031 1'09.343 15.066 1'43.158 4
9 17 Am 4 15 26'26.315 154.640 1'13.342 3.999 1'43.472 3
10 51 Am 5 15 26'49.112 152.449 1'36.139 22.797 1'45.234 4
11 7 Am 6 14 25'23.440 150.239 1Lap 1Lap 1'43.871 3
12 63 Am 7 14 25'24.448 150.140 1Lap 1.008 1'42.994 7
13 66 Am 8 14 25'43.822 148.256 1Lap 19.374 1'42.915 8

Fastest Lap

Pro 1
ProAm 77
Am 10

Pos No Class C.P. Name Car Lap Total Time
Ave.
km/h

Gap Best Time Lap

IKARI

洋菓子店カサミンゴー

KenRyu

BANKCY

***** 以上完走 (規定周回数:11Laps) *****

IKEDA

Pro Class Podium ProAm Class Podium

Am Class Podium
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 4 Qualify Result

1 1 Pro 1 R1'39.806 12 164.587
2 60 Pro 2 R1'40.594 12 0.788 0.788 163.298
3 91 Pro 3 R1'40.665 14 0.859 0.071 163.183
4 10 Am 1 R1'42.154 14 2.348 1.489 160.804
5 98 ProAm 1 IKARI 1'42.190 14 2.384 0.036 160.748
6 77 ProAm 2 1'42.309 15 2.503 0.119 160.561
7 63 Am 2 R1'43.160 16 3.354 0.851 159.236
8 5 Am 3 1'43.383 14 3.577 0.223 158.893
9 17 Am 4 KenRyu 1'43.741 11 3.935 0.358 158.344
10 66 Am 5 BANKCY 1'43.936 14 4.130 0.195 158.047
11 7 Am 6 IKEDA 1'44.156 16 4.350 0.220 157.713
12 23 Am 7 1'44.285 13 4.479 0.129 157.518
13 51 Am 8 1'45.367 14 5.561 1.082 155.901

9 ProAm 未出走

富士スピードウェイ一般競技規則第5章第17条3.（ランオフエリア走行）により、当該周回タイムは採択されない。

R :

Ave.
km/h

***** 以上予選通過 (1'59.767 - 120%) *****

Pos No Class C.P. Name Car Best Time Lap Gap

Am Class #63 S.NAGASHIMA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 4 Mobil 1 Challenge Starting Grid

1
近藤翼

1
1 60

小河諒
2

91
澤 龍之介

3
2 10

-sports

4

98
IKARI

5
3 77

浜崎大
6

63
長嶋重登

7
4 5

洋菓子店カサミンゴー

8

17
KenRyu

9
5 66

BANKCY
10

7
IKEDA

11
6 23

滝澤智幸
12

51
春山次男

13
7
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 4 Mobil 1 Challenge Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：19 度　路面：29 度
　　　　　　　　　　　　
今シーズンの第 4 戦を迎えた PCCJ は、前日の第 3 戦に引き続き
富士スピードウェイの上空には青空が広がる。3 日（火・祝日）に
行われた予選のセカンドベストタイムで決定したグリッドは、プロクラ
スのポールポジションが第 3 戦を制した #1 近藤翼、2 番手が #60 
小河諒、3 番手がポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 澤龍
之介となる。プロアマクラスのポールポジションは #98 IKARI、ア
マクラスは #10 MOTOKI TAKAMI が 4 戦連続でポールポジション
を獲得している。

10 時 45 分、フォーメーションラップ開始。路面状況の確認をしな
がらタイヤに熱を入れ、再びグリッドにマシンが整列するとレースは
スタート。#1 近藤、#60 小河、#91 澤とグリッドと同じ順位のま
ま 1 コーナーに飛び込んでいき、3 台は周回を重ねていく。レース
が動いたのは 5 周目で、#1 近藤の背後からチャンスを窺っていた 2
番手の #60 小河が 1 コーナーで勝負を仕掛け、A コーナーまでバト
ルが展開されて #60 小河が前に出てトップに立つ。その後、ペース

を上げた #60 小河は 2 番手以下を引き離しにかかり、8 周目には
#1 近藤との差を約 1 秒まで広がる。結果、#60 小河はチェッカー
までトップを守りきり、今シーズン 2 回目の優勝を飾る。「昨日からセッ
トを大きく変更したのが当たり、今日は気持ちよく走れました。この
勢いでチャンピオン獲得に向けて頑張っていきたいと思います」と喜
びを語る。2 位に終わった #1 近藤は、「今日はペースを上げられな
くて辛かったですね。次の鈴鹿に向けて気持ちを切り替えたいと思い
ます」と次戦での巻き返しを誓う。3 位の #91 澤は、「今日はスター
トで若干ミスをしてしまったので、昨日のようにはいきませんでした。
でも、ファステストラップを記録できたのは自信に繋がります」と語
るように、8 周目に #91 澤は 1 分 40 秒 762 とレースファステス
トを記録した。

プロアマクラスは、ポールポジションスタートの #98 IKARI がエンジ
ンストールにより最後尾まで順位を落としてしまう。これでクラストッ
プとなった #77 浜崎大は、アマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI と
レース中盤からテールトゥノーズのバトルを展開。そして 11 周目の
1 コーナーで #10 MOTOKI TAKAMI は、#77 浜崎のオーバーテイ

クに成功して総合 4 位でフィニッシュ。結果、プロアマクラスの優勝
を飾った #77 浜崎は「アマクラスの選手に抜かれてしまったので、
優勝で嬉しいという気持ちはないですね」と悔しがる。一方、アマク
ラスで 4 連 勝 を飾り、総 合 4 位でゴ ー ルした #10 MOTOKI 
TAKAMI は「浜崎選手とのバトルを制することができて満足していま
す」と語る。アマクラス 2 位の #63 長嶋重登は「TAKAMI 選手は
速いですが、今日は見える位置まで迫れたので鈴鹿では差をさらに
縮めたいと思います」、3 位の #66 BANKCY は「今日はミスなくゴー
ルできて表彰台も獲得できて良かったです」と語る。

PCCJ 第 5-6 戦は 5 月 28 日（土）、29 日（日）に鈴鹿サーキット（三
重県）で開催が予定されている。今シーズン導入されたタイプ 992
の 911 GT3 カップが F1 も開催される国際サーキットで、どのよう
なパフォーマンスを発揮するのか注目される。

Pro Class Winner : #60 R.OGAWA,  2nd #1 T.KONDO, 3rd #91 R.SAWA
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 4 Mobil 1 Challenge Race

天候：晴れ　路面：ドライ　気温：19 度　路面：29 度
　　　　　　　　　　　　
今シーズンの第 4 戦を迎えた PCCJ は、前日の第 3 戦に引き続き
富士スピードウェイの上空には青空が広がる。3 日（火・祝日）に
行われた予選のセカンドベストタイムで決定したグリッドは、プロクラ
スのポールポジションが第 3 戦を制した #1 近藤翼、2 番手が #60 
小河諒、3 番手がポルシェジャパンジュニアドライバーの #91 澤龍
之介となる。プロアマクラスのポールポジションは #98 IKARI、ア
マクラスは #10 MOTOKI TAKAMI が 4 戦連続でポールポジション
を獲得している。

10 時 45 分、フォーメーションラップ開始。路面状況の確認をしな
がらタイヤに熱を入れ、再びグリッドにマシンが整列するとレースは
スタート。#1 近藤、#60 小河、#91 澤とグリッドと同じ順位のま
ま 1 コーナーに飛び込んでいき、3 台は周回を重ねていく。レース
が動いたのは 5 周目で、#1 近藤の背後からチャンスを窺っていた 2
番手の #60 小河が 1 コーナーで勝負を仕掛け、A コーナーまでバト
ルが展開されて #60 小河が前に出てトップに立つ。その後、ペース

を上げた #60 小河は 2 番手以下を引き離しにかかり、8 周目には
#1 近藤との差を約 1 秒まで広がる。結果、#60 小河はチェッカー
までトップを守りきり、今シーズン 2 回目の優勝を飾る。「昨日からセッ
トを大きく変更したのが当たり、今日は気持ちよく走れました。この
勢いでチャンピオン獲得に向けて頑張っていきたいと思います」と喜
びを語る。2 位に終わった #1 近藤は、「今日はペースを上げられな
くて辛かったですね。次の鈴鹿に向けて気持ちを切り替えたいと思い
ます」と次戦での巻き返しを誓う。3 位の #91 澤は、「今日はスター
トで若干ミスをしてしまったので、昨日のようにはいきませんでした。
でも、ファステストラップを記録できたのは自信に繋がります」と語
るように、8 周目に #91 澤は 1 分 40 秒 762 とレースファステス
トを記録した。

プロアマクラスは、ポールポジションスタートの #98 IKARI がエンジ
ンストールにより最後尾まで順位を落としてしまう。これでクラストッ
プとなった #77 浜崎大は、アマクラスの #10 MOTOKI TAKAMI と
レース中盤からテールトゥノーズのバトルを展開。そして 11 周目の
1 コーナーで #10 MOTOKI TAKAMI は、#77 浜崎のオーバーテイ

クに成功して総合 4 位でフィニッシュ。結果、プロアマクラスの優勝
を飾った #77 浜崎は「アマクラスの選手に抜かれてしまったので、
優勝で嬉しいという気持ちはないですね」と悔しがる。一方、アマク
ラスで 4 連 勝 を飾り、総 合 4 位でゴ ー ルした #10 MOTOKI 
TAKAMI は「浜崎選手とのバトルを制することができて満足していま
す」と語る。アマクラス 2 位の #63 長嶋重登は「TAKAMI 選手は
速いですが、今日は見える位置まで迫れたので鈴鹿では差をさらに
縮めたいと思います」、3 位の #66 BANKCY は「今日はミスなくゴー
ルできて表彰台も獲得できて良かったです」と語る。

PCCJ 第 5-6 戦は 5 月 28 日（土）、29 日（日）に鈴鹿サーキット（三
重県）で開催が予定されている。今シーズン導入されたタイプ 992
の 911 GT3 カップが F1 も開催される国際サーキットで、どのよう
なパフォーマンスを発揮するのか注目される。

Pro Class Winner : #60 R.OGAWA L) : Am Class Winner : #10 M.TAKAMI

ProAm Class Winner : #77 M.HAMASAKI
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 4 Race Result

1 60 Pro 1 15 25'17.456 161.657 1'40.771 8
2 1 Pro 2 15 25'18.651 161.530 1.195 1.195 1'40.805 7
3 91 Pro 3 15 25'21.931 161.182 4.475 3.280 1'40.762 8
4 10 Am 1 15 25'46.668 158.604 29.212 24.737 1'42.090 4
5 77 ProAm 1 15 25'48.593 158.407 31.137 1.925 1'42.597 2
6 98 ProAm 2 15 25'54.702 157.784 37.246 6.109 1'42.481 5
7 63 Am 2 15 26'03.224 156.924 45.768 8.522 1'42.953 10
8 66 Am 3 15 26'06.120 156.634 48.664 2.896 1'43.308 5
9 5 Am 4 15 26'12.055 156.043 54.599 5.935 1'43.316 6

10 23 Am 5 15 26'12.558 155.993 55.102 0.503 1'43.596 6
11 7 Am 6 15 26'17.194 155.534 59.738 4.636 1'43.730 14
12 17 Am 7 15 26'32.098 154.078 1'14.642 14.904 1'44.718 5
13 51 Am 8 15 26'45.148 152.826 1'27.692 13.050 1'45.555 5

Fastest Lap

Pro 91
ProAm 98
Am 10

Pos No Class C.P. Name Car Lap Total Time
Ave.

km/h
Gap Best Time Lap

IKARI

BANKCY

***** 以上完走 (規定周回数 : 11Laps) *****

IKEDA
KenRyu

ProAm Class PodiumPro Class Podium

Am Class Podium

Mobil 1 Racing Supporters
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Point Ranking (after Round 4)

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 1 近藤 翼 90 20 25 25 20
2 60 小河 諒 87 25 20 17 25
3 91 澤 龍之介 71 17 17 20 17
4 7 山田 遼 28 14 14 -- --

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 98 IKARI 87 17 25 25 20
2 77 浜崎 大 85 20 20 20 25
3 9 武井 真司 42 25 17 -- --

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 10 100 25 25 25 25
2 63 長嶋 重登 69 20 20 9 20
3 23 滝澤 智幸 60 17 14 17 12
4 5 58 12 12 20 14
5 66 BANKCY 56 14 17 8 17
6 17 KenRyu 43 10 10 14 9
7 51 春山 次男 38 9 9 12 8
8 7 IKEDA 20 -- -- 10 10

鈴鹿
Rd.1

4月15日
Rd.2

4月16日
Rd.3

5月3日
Rd.4

5月4日
Rd.5

5月28日
Rd.6

5月29日
Rd.7

8月6日
Rd.8

8月7日
Rd.9

8月27日
Rd.10

8月28日
Rd.11

10月9日

1 BINGO RACING 121 37 28 23 33
2 Team KRM 65 21 21 9 14
3 911Service 42 9 8 15 10

Pro Class Ranking

ProAm Class Ranking

Am Class Ranking

Team Ranking

チーム名
鈴鹿

富士

順位

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

累計ポイント
岡山 富士

鈴鹿 富士
累計ポイント

岡山 富士

鈴鹿

鈴鹿

鈴鹿

富士鈴鹿富士

鈴鹿 富士

順位 ドライバー名

順位 ドライバー名 累計ポイント
岡山

鈴鹿 富士
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3, Round 4 Mobil 1 Challenge Gallery
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Porsche Carrera Cup Japan 2022 - Round 3, Round 4 Mobil 1 Challenge Gallery

Rd.3 Pro Class Top 3 Rd.3 ProAm Class Top 2 Rd.3 Am Class Top 2

Rd.4 Pro Class Top 3 Rd.4 ProAm Class Top 2 Rd.4 Am Class Top 3
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